
 

本と出会い、言葉と出会う 

副校長  進藤 智洋 

 

梅雨明けが待たれる季節となりました。子供たちは毎日の学校生活の中で、友達

や先生との関わりを通して多くのことを学んでいます。そのような学びの土台と

なるのが「言葉の力」です。そして、その言葉の力を豊かに育むために欠かせない

ものが読書です。本校では、「読書が好きな子供を育てる」ことを目指し、年間を通

してさまざまな読書活動に取り組んでいます。 

例えば、各学期に２週間の「読書旬間」を設定しています。静かに本を開き、物語の世界に浸ったり、

新しい知識に出会ったりする時間は、子供たちにとって心落ち着く貴重なひとときとなっています。

また教師による読み聞かせやおすすめの本の紹介を通して、本との新たな出会いも生まれています。 

さらに、子供たち同士でおすすめの本を紹介する「おすすめの本カード」の作成や、図書委員会の児

童の創意工夫による読書促進の企画など、読書の楽しさを友達と共有する活動も進めています。学校

全体の読書活動を支える大切な役割を児童自らが主体となって担うことで、読書の輪がさらに広が

っています。 

また、本校の特色の一つに、保護者や地域の皆様による読み聞かせ活動があります。月に２回程度、

朝の時間に行われる読み聞かせでは、子供たちが物語の世界に引き込まれ、豊かな想像力や感性を

育んでいます。加えて、図書室の整理や清掃を担ってくださる司書ボランティア（PTA 一人一役）の皆

様には、環境整備や季節の装飾、おすすめ本の紹介づくりなど、多方面から読書活動を支えていただ

いています。子供たちの学びを支えてくださる地域と保護者の皆様に、心より感謝申し上げます。 

現代は一人１台端末を活用しながら情報を収集する時代です。しかし、だからこそ、じっくりと文章

を読み、自ら考え、想像する読書の価値はますます高まっています。本校では、各教科や総合的な学習

の時間においても図書を積極的に活用し、「調べる力」「考える力」「表現する力」を育てていきます。 

これから夏休みを迎えます。ぜひご家庭でも、お子さんと一緒に本について話をしたり、読書の時

間を設けたりしていただければ幸いです。 

一冊の本との出会いが、子供たちの世界を大きく広げてくれることを願っています。 

 

学校の安全管理と安心な環境づくりに向けて 

先日、都内の小学校で発生した火災事案を受けて、本校におきましても改めて施設・設備の安全点 

検と、教職員による危機管理体制の再確認を行っております。子供たちが毎日安心して過ごせるよ 

う、日頃からの防災教育と万全な安全管理に努めてまいります。 

また、これからの季節は熱中症への厳重な警戒も必要です。学校でもこまめな水分補給や活動の 

調整を行いますが、引き続き水筒の持参や帽子の着用など、健康管理へのご協力をよろしくお願い 

いたします。 
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★社会科・総合的な学習の時間 田植え体験（５年生）★ 

 ５年生は社会科及び総合的な学習の時間で農業、水産業、工業など産業について学んでいます。

６月１１日（木）、地域農家の澤井さんのご協力のもと、田植え体験を行いました。子供たちは初

めての水田の泥の感触に驚きながらも、一生懸命に稲の苗を植えました。最初は足が抜けず大変で

したが、慣れると笑顔で作業ができました。体験をとおして、お米を作るには多くの手間と時間が

かかること、そして農家の方々の苦労が少し実感できたようでした。おいしいお米が収穫できる実

りの秋まで、稲を大切に見守っていきます。機会があれば保護者の皆様も水田をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

★外国語 東京グローバル・ゲートウェイ（TGG）立川 体験学習 (５年生)★ 

６月１２日（金）、東京グローバル・ゲートウェイ（TGG）にて英語体験を行いました。最初は緊

張して言葉に詰まる子も見られましたが、エージェントの方々が笑顔で接してくれたおかげで、み

な勇気を出して英語で話すことができました。ミッションを達成するために仲間と協力する中で、

英語は自分の思いを伝えるための大切なツールであることを実感しました。普段の授業とは異なる

生きた英語に触れ、もっと世界とつながってみたいという意欲が高まった１日となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

★社会科見学（３年生）★ 

 ６月１５日（月）、府中市をもっと学ぶため、市内社会科見学に行きました。子供たちは事前授

業からわくわく感が止まりませんでしたが、見学先はもちろん、バスでの移動中もしっかりメモを

とり、真剣に見学してきました。「学校給食センター」のエアシャワーや大きな釜、「読売新聞社府

中工場」の大きな巻き取り紙に巨大な機械、「大國魂神社」の大きな太鼓や見事なお神輿など、ど

れも目を見張るものばかり。この学習で学んだことを各自で新聞にまとめていきます。 

 

 

 

 

 

 

 



★体育科 ジャイアンツ ベースボール型ボール運動授業（５年生）★ 

 ６月１８日（木）、ジャイアンツのコーチによるベースボール型ボール運動の授業を受けました。

かけ声に合わせてボールの打ち方を丁寧に教えていただき、子供たちはすぐにコツをつかんでいま

した。試合ではチームで声を掛け合いながらプレーをし、得点が入った時にはみんなで喜び合いま

した。スポーツの楽しさだけでなく、仲間と協力することの大切さも学んだ授業となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

★生活科 学校探検（１・２年生）★ 

台風のため延期となっていた１・２年生の生活科学校探検を６月１９日（金）に行いました。 

当日は１・２年生がにこにこ笑顔で手をつなぎながら１階から４階までのチェックポイントを回

り、オープンスペースにゴールをしました。普段の校舎も自分たちの班で回ると特別感があったよ

うです。特に校長室では、歴代の校長先生の写真や先輩方が受けたトロフィーが飾ってあり、印象

深かったようでした。振り返りでは、１年生は「２年生が優しかった。」、２年生は「１年生に優し

くしてあげられた。」と、互いに思いやる声が上がりました。１年生、２年生ともに満足した学習

活動となったようです。今回の活動を機に、これからも折に触れ交流を続けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

★社会科「水道キャラバン」（４年生）★ 

 ６月２０日（土）土曜公開の２～３時間目、東京都水道局「水道キャラバン」をお招きし、「水は

どこからどのようにして届くのか」を学びました。水源林やダムを管理する職員さんのお話を聞い

たり、浄水場で水をきれいにする過程について実験したりすることで、いつも当たり前のように使

っている水道水の大切さを改めて学びました。子供たちは、「授業を受ける前は、水はいくらでも

使えるものだと思っていたけれど、たくさんの人に支えられていることを知り、水をもっと大切に

使いたいと思いました。」など、水道水に対する考え方を大きく変えていました。 

 

 

 

 

 

 


